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はじめに新・群馬県総合計画の概要・評価検証の考え方

新・群馬県総合計画の概要 評価検証の考え方

Å新・群馬県総合計画は、県政を運営するための基本方針となるもので、
2040年までの群馬県を取り巻くさまざまな変化を見通した上で、県民の幸
福度の向上を目的としている計画です。

Å県が2040年に目指す姿を描いた「ビジョン」と、これを踏まえて、2030年ま
でに重点的に取り組む具体的な政策を体系化した「基本計画」の二段構
成です。

「年齢や性別、国籍、障害の
有無等にかかわらず、すべての
県民が、誰一人取り残されるこ
となく、自ら思い描く人生を生き、
幸福を実感できる自立分散型
の社会」

Å「ビジョン」で描く2040年に目指す姿を実現するためには、常に時代の大き
な変化を読み取り柔軟に対応していくことが求められます。県内や国内の動
きだけでなく、世界的な動きにも目を向けていきます。

Åまた、新・群馬県総合計画策定懇談会メンバー等で構成する「新・群馬県
総合計画に係る懇談会」を設置し、毎年度、大局的見地から、県政の方
向性や新規施策について意見を伺い、群馬県に必要な政策立案を進めて
います。

ẇ

2021年～2040年（20年間）

ẇ

ẇ

2021年度～2030年度（10年間）
※5年経過時に見直し

ビジョンで描く2040年の姿を実現
するための施策を、ビジョンで示した
政策の柱ごとに、ロードマップの形で
体系化

ẇ
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Å政策の柱ごとに、複数の重要業績指標（KPI）を設定しています。
KPIとともに、ロードマップの進捗・達成状況を毎年度把握し、5年経過時の
計画の見直しに反映させていきます。

β毎年度、新・群馬県総合計画ポータルサイトで評価検証結果を公表

2025年８月22日 新・群馬県総合計画に係る懇談会 2
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第１部
世の中の動きと群馬県の政策
本県を取り巻く状況は日々変わっていきます。

県内や国内の動きだけでなく、世界的な動きにも目を向け、それらも踏まえ、

群馬県に必要な政策立案を進めています。
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第１部 世の中の動きと群馬県の政策
世の中の動きと群馬県の政策（2024年度→2025年度）

群馬県当初予算（2025年度）

こどもまんなか推進
＆

新産業創出加速予算

ể

Ễ

ễ

重点施策

Å保育の充実（低年齢児保育補助）

Å新たなこどもの居場所づくり

Å子ども医療費等補助

Å非認知能力の評価・育成等

Åクリエイティブ人材の育成

Åクリエイティブ拠点化

Åロケ支援・魅力発信

Åリトリート推進

Å県庁～前橋駅クリエイティブシティ構想

Åぐんまちゃんブランド化等

Å生物多様性保全

Å有機農業の推進

Å再エネ導入支援等

A

B

C

D Å

Å

Å 2024 1.5ṹ

Å GX GX2040

Å

Å AI EU AI

Å 15
Ṅ

Å AI NVIDIA

世の中の動き（2024年4月～2025年3月）

当初予算額：8,078億円
üアメリカ大統領選の結果、トランプ氏がアメリカ大統領に就任

ü長引くロシア・ウクライナ間の紛争、中東情勢の緊迫化により、エネルギー価格等に影響

ü AIの進展に伴い、日本でも総務省・経産省等が指針を公開
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Ệ Åぐんま賃上げプロジェクト

Å医師確保対策

Å交通安全施設整備

ÅＡＩ映像解析システム等の導入等



「ビジョン」で骨格を示し、「基本計画」で個別の施策の方向性を示した

７つの政策の柱ごとの評価結果を記載しています。

第２部
政策評価
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有識者意見も踏まえ、引き続き、目標達成に向けさらなる取組
を進めていく。後退したKPIについては、要因分析を行った上で、
その解決に向けた取組を進めていく。

■進捗状況
 【達成A】 実績値が目標値を上回り、達成した状態
 【前進B】 実績値が目標に向かい、基準値（策定時）から前進している状態
 【横ばいC】実績値が基準値（策定時）から変動が見られない状態
 【後退D】 実績値が基準値（策定時）の数値より後退している状態

※割合（％）は未確定を除く【達成A】～【後退D】の小計を分母にしている

2024年度（KPI実績）

Å 59のKPIについて、調査時点での直近の実績値を元に を実施

Å KPI全体の進捗状況は、 A ṧ B 82Ṿ

Å 一方、 C ṧ D 18Ṿ

Å 「後退Ｄ」となったのは8つのKPIで、その割合は減少している。また、そのうち、
3つのKPIは前年から実績値が前進している。

Å 【「新・群馬県総合計画に係る懇談会」有識者意見】
〇「デジタルが当たり前」という認識が広まった一方で、コロナ後は対面の働き方が創造性・生産性の面
で再評価された。

〇デジタル化が進むほど、人の価値が高まり、アナログな営みが付加価値になる。
○国でもクリエイティブ産業の成長性が謳われているが、産業人口が不足している。群馬県が先駆けて

tsukurun 、TUMOで人材育成に動いているので、リーダーシップに期待している。
〇新・総合計画を中高生などの若者に見てもらい、これにより様々な成果が出ていることを、県民に実

 感として伝えていける機会があるとよい。
〇群馬県の農業は外国人労働者に依存している。農業を地域基盤と再定義し、環境・防災・福祉と

 連携することで多文化共生の場となる。

Ệ ṕ2024 Ṗ

D 13%

B 55%

C 5%

82%

A 27%
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No.1
 

KPIの進捗状況

100 % 100 % 75%

D 25% D 33 %

D 11 %

B   75%

A  25%

B 50%

A 25%

84% 75%
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第２部 政策評価

A 33%B 67%
A  25 %

Ọ 25ṾC 25%

ọ 50Ṿ

B 33%
C 9%

C 5%
A 23 %

B 61 %

B 55 % A 36 %

D 9%

91%

58%



Ⅰ 行政と教育のデジタルトランスフォーメーションの推進

Å 政策Ⅰは、全産業でデジタル化への対応が求められる中で、行政と教育のデジ
タル化を推進することを目的とし、行政手続きのデジタル化やデジタルメディアを
活用した情報発信、小中高生のICT環境整備やICTを活用した個別最適な
学びの推進などに取り組んだ。

Å KPIの進捗状況について、設定した6つのKPIの「達成A」＋「前進B」の割合は
100 %であった。

Å 行政のDXでは、県の裁量で電子化が可能な行政手続のうち、一定の処理件
数がある手続のオンライン化を完了した。また、働き方改革、災害時の事業継
続の観点から、第５次県庁情報通信ネットワークへの移行やノートPCの整備に
より職員がテレワークしやすい環境整備を推進した。

Å 教育のDXでは、教職員の多忙化解消の取組として、ICT化が進んでいる業務
例を明示した「提言R7」を発出し、学校でのICT化を推進した。1人1台端末
の活用が進み、授業実践を通じて教師の指導スキルが身についてきたと考えら
れる。

2023年度末までに最先端のデジタル県となることを目指し、全体最適化と個別最適化を両立した社会課題の解決の前提となるデジ
タル化に集中的に取り組む。

B
ICT

ṕ Ṗ

ICT
ṕ Ṗ

ICT

KPI

KPI

Å 電子申請受付システムの更新にあたり、県内31市町村と共同調達を行った。
17万件以上の利用があり、県民の利便性向上に寄与した。引き続き、群馬県
独自のDXを推進し、県民の幸福度向上を目指す。

Å ICT化による学校業務効率化がさらに多くの業務に広がるよう、すでに実施され
ている好事例（児童生徒がICTを活用する場面や方法、授業改善のプロセス
等）を収集し、展開していく。

ṕP19ṌP24Ṗ
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ICT

A

100 %

A 33%B 67%



Ⅱ 災害レジリエンスNo.1の実現

気候変動の影響により、激甚化、多発化する自然災害から県民の命を守るための安全を確保する体制確立に向け、5年間で集中的
な取組を進める。

B

KPI Å 政策Ⅱは、頻発化・激甚化する気象災害への対応が求められる中で、県民の
安全を確保する体制確立を目的とし、水害対策、土砂災害対策、災害時にも
機能する強靱な道路ネットワークの構築などに取り組んだ。

Å KPIの進捗状況について、設定した4つのKPIの「達成A」＋「前進B」の割合は
100 %であった。

Å 河川氾濫による甚大な被害が想定される地域等において、河川整備計画に基
づく、河道拡幅や堤防の整備を推進した。

Å 土砂災害リスクを軽減するため、要配慮者利用施設や避難所を守る施設整
備、頻発化する豪雨に対応する砂防堰堤等の整備を推進した。

Å 「群馬県防災士養成講座」を開催し、271名が防災士試験に合格、63名をぐ
んま地域防災アドバイザーとして登録した。

Å 引き続き、ハード・ソフトが一体となった防災・減災対策を進め、気象災害の新
たな脅威にしっかりと対応していく。

Å 国が進める「第１次国土強靱化実施中期計画」等を積極的に活用し、河川
改修や土砂災害対策等を推進していく。

KPI ṕP25ṌP28Ṗ
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A

100 %
B   75%

A  25 %



Ⅲ 医療提供体制の強化

誰一人取り残さない、必要な医療が持続的に切れ目なく提供される体制構築に向け、5年間で集中的な取組を進める。

ṕ Ṗ
A

ṕ
Ṗ

B

D

KPI
Å 政策Ⅲは、高齢化の進展や人口減少により地域の医療ニーズが変化していく
中で、必要な人に必要な医療を持続的に提供する体制確立を目的とし、救急
医療対策や医師確保対策、医療介護連携推進などに取り組んだ。

Å KPIの進捗状況について、設定した4つのKPIの「達成A」＋「前進B」の割合は
75%であった。

Å 救急医療体制は、高齢化の進展等に伴う救急搬送数の増加等により、搬送
に要する時間は延伸しているが、関東最速を達成している。

Å 医師確保対策は、医学部を目指す高校生向けセミナーの実施、医学生・研修
医への修学資金の貸与、女性医師の就労支援など、各世代を対象とした取組
等、総合的な施策を推進した結果、着実に医師の確保が進んでいる。

Å 周産期医療対策として、母体搬送時における情報共有の迅速化・円滑化を
図るため、周産期緊急搬送補助システムを導入し、リスクに応じて役割分化し
た医療提供体制の維持に取り組んでいる。

Å 将来にわたって地域医療提供体制を充実させていくためには、医師や医療従事
者の健康を確保し、労働時間の短縮や、多様な働き方に対応した勤務環境の
改善が必要がある。

Å 今後も、地域の医療ニーズの把握に努めるととに、医師総数の確保と、医師少
数区域・医師不足診療科の解消に向けて取り組んでいく。

KPI ṕP29ṌP32Ṗ
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75%

D 25%
A 25%

B 50%



Ⅳ 県民総活躍社会の実現

多様な県民が誰一人取り残されることなく活躍できる環境を整え、県民総活躍社会の基礎をつくる。

ṕ Ṗ
A

ṕ Ṗ

B

KPI

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ
D

Å 政策Ⅳは、年齢や性別、国籍、障害の有無等にかかわらず、多様な県民がそ
れぞれの場面で役割を担い活躍できる社会づくりを目的とし、子どもへの支援を
はじめ、女性・高齢者・障害者・外国人県民・性的マイノリティの活躍に向けた
取組と多様な県民の活躍を支える移動手段の確保対策などに取り組んだ。

Å KPIの進捗状況は、設定した12のKPIの「達成A」＋「前進B」の割合は58%
であった。

Å 子どもへの支援は、子どもの居場所の新規開設支援や、コーディネーターによる
運営支援のほか、相談体制の整備により、こどもの居場所が設置された市町村
の増加に繫がっている。

Å 健康寿命延伸対策を重点事業とし、生涯を通じた健康づくりを引き続き実施
するとともに、健康無（低）関心層も含めた全県民が健康になれる環境づくり
を進めている。

Å 外国人県民の活躍に向けた取組は、外国人留学生を対象とした就職ガイダン
スや県内企業とのマッチングを提供する合同企業説明会等を実施した。

Å 移動手段の確保に向けた取組は、バスの運行費等の一部補助を行うとともに、
中小私鉄が実施する安全性向上に資する整備に対して補助を行った。

Å 女性活躍を推進するためにも、無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）
の解消に向け、引き続き職場・地域・家庭・学校教育などあらゆる場において、
意識啓発を行う必要がある。

Å 外国人県民の増加や多国籍化が進む中、多文化共生・共創社会の実現に
向けて、外国人留学生を含む外国人材も活躍できる環境づくりをより推進して
いく。

KPI ṕP33ṌP44Ṗ
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D 33 %

C 9%

58%

C

A 25%

B 33%



Ⅴ 地域経済循環の形成

地域を巡る資源と資金。持続可能性を高める鍵は、私たちの存在の基盤である自然との共生を実現するための資源生産性の高い地
域社会を創るとともに、私たちの生活を支える地域経済も特定の外部に依存することなく自立したものにすることにある。

A

1

ṕ Ṗ

B65

ṕ45 Ṗ

1

1

1

KPI

Å 政策Ⅴは、人口減少に伴い国内市場が縮小していく一方、世界人口は増加
しエネルギー・食料等の資源がひっ迫していく見通しであることを踏まえ、資源と
資金が循環する自立分散型で資源生産性の高い持続可能な地域社会を創
ることを目的とし、資源生産性の向上や各産業の競争力強化などに取り組んだ。

Å KPIの進捗状況は、設定した18のKPI「達成A」＋「前進B」の割合は84%で
あった。

Å 資源生産性の向上は、地域マイクログリッド（エネルギーを地産地消する仕組
み）構築に向けた取組や住宅・県有施設等への太陽光発電設備及び蓄電
設備の導入促進、水力発電所の整備等、エネルギーの地産地消・自立分散
化を進めるとともに、「プラスチックごみゼロ」や「食品ロスゼロ」へ向けた県民運動
を推進している。

Å 各産業の競争力強化は、県産木材の加工体制の強化、農業生産基盤の整
備やスマート農業等の推進による生産性の向上のほか、県内企業のデジタル化
や次世代モビリティへの参入支援など、多様なイノベーションを喚起するための取
組を推進し、各産業での雇用創出につなげるとともに、各産業における担い手
の育成を推進し、循環経済の育成を進めている。

KPI ṕP45ṌP62Ṗ

Å 引き続き、県内企業の競争力を高め、付加価値を生み出す取組を進めるとと
もに、高付加価値型企業の誘致、IT人材の育成のみならず、「ぐんま賃上げプ
ロジェクト」に取り組み、本県の持続的な経済成長と賃金増加の実現を目指し、
経済循環の形成を図っていく。

第２部 政策評価
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Ⅵ 官民共創コミュニティの育成

長期持続性を高めるための取組の場として、さまざまな分野で多様な「県民」の交流からイノベーションが生まれる「官民共創コミュニ
ティ」を立ち上げていく。

KPI

B

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

1
ṕ3 Ṗ

ṕ Ṗ

Å 政策Ⅵは、さまざまな分野で官民の力をつなげて、公共に生じるイノベーションに
より地域課題の解決を図ることを目的とし、地域別未来ビジョン策定のワーク
ショップや官民共創スペース「NETSUGEN」の運営、文化やスポーツによる地方
創生などに取り組んだ。

Å KPIの進捗状況は、設定した11のKPI「達成A」＋「前進B」の割合は91%で
あった。

Å 民間企業等との連携をさらに強化した官民共創コミュニティを育成するため、企
業が抱える地域課題などをテーマとしたワークショップ等を開催した。

Å 官民共創スペース「NETSUGEN」の運営では、月額会員の更なる獲得に取り
組み、「NETSUGEN」の活性化、会員間の交流促進及び会員の満足度向上
を図っている。

Å 地方創生では、プロスポーツへの支援やeスポーツの大規模大会を開催したほか、
若手アーティストへの支援を行うなど、スポーツや文化による関係人口の創出を
進めている。また、本県を「リトリートの聖地」とするための情報発信やぐんまちゃん
のブランド化に取り組んでいる。

Å 民間企業等との連携をさらに強化した官民共創コミュニティを育成するために開
催したワークショップ等で発案されたアイデアのいくつかが実現され、県内における
官民共創の取組は着実に広がりを見せている。今後は、実現したアイデアが継
続的に運用されるよう、広報活動などの後方支援を中心に取り組んでいくととも
に、引き続き地域課題解決や地方創生に取り組んでいく。

KPI ṕP63ṌP73Ṗ
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第２部 政策評価

A

B 55 %

D 9%

91%

A 36 %

D



Ⅶ 教育イノベーションの推進と「始動人」の活躍

自ら考え、新しい領域で動き出す力を持つ人たち（始動人）が育ち、集い群馬をリードする社会を目指し、教育改革を進める。

ṕ 3Ṗ

A

KPI

ṕ 6Ṗ

C

Å 政策Ⅶは、刷新・創造こそが価値を生む時代に対応していく人材を輩出するこ
とを目的とし、ICTの活用促進、課題を解決する力の育成、グローバル人材の
育成等の「教育イノベーション」に取り組んだ。

Å KPIの進捗状況について、設定した4つのKPIの「達成A」＋「前進B」の割合は
75%であった。

Å ICTの活用促進では、県内の小中学校のモデル校におけるICT教育の実践事
例を県内に周知するほか、ICTリテラシー向上のための体験型web教材の活用
を進めている。

Å 各教科等授業改善プロジェクトにおいて、県内9モデル中学校で「学校教育の
指針」を基に、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた実践研究を行い、
公開授業や実践報告書等のweb掲載を通じて、全県へ取組成果の普及を
図っている。

Å 地元ぐんまに誇りを持ち、突出した才能・アイディアを持つ“将来の始動人”を輩
出することを目的とした地域課題解決型の教育プログラム「始動人Jr.キャンプ」
等を実施した。

Å 2023年度末に発行したリーフレット「エージェンシーを発揮する『自律した学習
者』へ」を周知・普及し、児童の学ぼうとする意思や原動力を生かした学びの全
県展開を図っていく。

Å 群馬ならではの非認知能力の評価・育成方法を確立し、県内学校への展開を
図るとともに、「群馬モデル」として全国に発信していく。

KPI ṕP74ṌP77Ṗ
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第２部 政策評価

ICT

B

75%

Ọ 25Ṿ
C 25%

ọ 50Ṿ



第３部 政策評価（詳細）
①KPI
②ロードマップ

７つの政策の柱ごとに設定しているKPI個々の評価結果を掲載しています。

今回は、「基本計画」４年目となる2024年度の結果評価をまとめています。

16



KPI実績値は2025年10月時点で把握したものです。

第３部 政策評価（詳細）
①KPI
②ロードマップ

17



１ 行政手続電子化率
２ テレワーク週平均取得日数
３ 児童生徒のICT活用を適切に指導する能力が身についている教員の割合
４ ICT化の進展により、子どもたちと関わる時間が増加したと考える教員の割合
５ ICTを活用した授業をほぼ毎日行っている教員の割合（小学校）
６ ICTを活用した授業をほぼ毎日行っている教員の割合（中学校）

No.1

７ 水害リスクが軽減される人家戸数
８ 水害リスクが軽減される産業団地数
９ 土砂災害リスクが軽減される人家戸数
10 ぐんま地域防災アドバイザーの市町村設置率

11 回復期病床の数(回復期的急性期病床を含む)
12 医療施設従事医師数
13 救急要請（覚知）から医療機関への搬送までに要した平均時間
14 訪問診療を行う病院・診療所の数

15 子どもの居場所がある市町村数
16 ジョブカフェを利用した就職者数（若者）
17 男女の地位の平等感
18 管理職に占める女性の割合
19 健康寿命（男性）
20 健康寿命（女性）
21 民間企業における障害者実雇用率
22 留学生の日本企業等への就職状況（在留資格変更許可数・構成比率）
23 移住者数
24 包括的な支援体制が整備されている市町村の数
25 年次有給休暇取得率
26 公共交通（鉄道・乗合バス）の利用者数

27 再生可能エネルギー導入量
28 燃料用木質チップ、木質ペレット生産量
29 一般廃棄物及び産業廃棄物の再生利用率（一般廃棄物）
30 一般廃棄物及び産業廃棄物の再生利用率（産業廃棄物）
31 フードバンクの人口カバー率
32 林業就業人口1人あたりの林業産出額
33 素材生産量
34 木材産業産出額
35 県内木材総需要量における県産木材率
36 農業産出額
37 青果物輸出金額
38 1農業経営体あたりの生産農業所得
39 県内総生産（名目）
40 1人あたり県民所得
41 65歳未満の林業従事者数
42 累計新規就農者数（45歳未満）（2021年度からの累計）
43 事業承継計画策定件数（累計）
44 1人あたり賃金

45 地域ビジョンから生まれた共創の取組件数（累計）
46 地域運営組織数
47 サウンディング調査実施件数（累計）
48 スタートアップ支援事業による支援起業家数（累計）
49 プロスポーツチームのホームゲームでの１試合あたり平均観客動員数（3チーム）
50 アートを活用した地域活性化に取り組む地域
51 観光消費額
52 「森林ビジネス」取組地域数（累計）
53 農地・農業用施設の維持・保全が図られた農地面積
54 民有人工林の整備率
55 汚水処理人口普及率

56 ICTリテラシーが身についたと感じる生徒の割合
57 自分の理解度に応じて学習できると感じる生徒の割合
58 課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思う児童生徒の割合（小6）
59 課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思う児童生徒の割合（中3）

第３部 政策評価（詳細） ①KPIKPI一覧
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ṕ Ṗ

2020年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

8.3％ 100％ 100％ 100％ 達成A

Ⅰ 行政と教育のデジタルトランスフォーメーションの推進第３部 政策評価（詳細） ①KPI

KPI 1:行政手続電子化率

知事戦略部 デジタルトランスフォーメーション課

－

県デジタルトランスフォーメーション課調べ（とりまとめ）

県の裁量で電子化が可能な行政手続のうち、申請件数が多いなど電子化の必要性が高い手続の電子化の割合

必要性の高い手続については期間内にすべて電子化を行う。

19

Åぐんま電子申請等受付システム運用

Å2022年度に、県の裁量で電子化が可能な行政手続のうち、一定の処理件数（年間処理
件数が50件以上（2020年度ベース））がある手続について、所管課へオンライン化を依
頼した。所管課によってオンライン化の必要性や取組方法の理解にばらつきがあることから、丁
寧な説明を続けるとともに必要に応じて伴走支援や進捗確認を実施することでオンライン化を
推進した。



Ⅰ 行政と教育のデジタルトランスフォーメーションの推進

KPI 2:テレワーク週平均取得日数

知事戦略部 デジタルトランスフォーメーション課

－

県デジタルトランスフォーメーション課調べ

知事部局職員における週あたりのテレワーク平均取得日数

働き方改革や災害時の業務継続を図るため、情報通信基盤、勤怠管理、コミュニケーション等を考慮し週2日を目標に設定

Åテレワーク推進

Å第5次県庁情報通信ネットワークへの移行やノート型PCの整備を行うことにより、職員がテレ
ワークを行いやすい環境の整備が進んだ。また、テレワーク実施要領の改正による申請手続の
簡素化や職員向けポータルサイト等を通じた周知により推進した。働き方改革や災害時の業
務継続の観点からも実施を進めることができた。

ṕ Ṗ

2021年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

0.09日 2日 2日 0.15日 前進B

20

第３部 政策評価（詳細） ①KPI



Ⅰ 行政と教育のデジタルトランスフォーメーションの推進

ṕ Ṗ

2019年 2023年度 2025年度
2024年度
（2023年度）

2024年度

71.7% 85%以上 95％以上 78.6％ 前進B

第３部 政策評価（詳細） ①KPI

KPI 3:児童生徒のICT活用を適切に指導する能力が身についている教員の割合

教育委員会事務局 義務教育課

総務課、義務教育課、高校教育課

学校における教育の情報化の実態等に関する調査（文部科学省）

「できる」「ややできる」と回答した教員の割合

5年後にはほぼすべての教員にICT活用指導力が身に付いていることを目指し、2025年度の目標値を95％に設定。2023年度時点では、目標に対する進捗率約60％程
度を見込み、85％に設定

・ 教育イノベーション推進体制構築・ 県立高校ICT教育推進
・ オンライン学習サポーター・ 小中学校学習支援ソフトウェア補助

Å各学校において、「はばたく群馬の指導プランⅡ ICT活用ver.」に示されている「GUNMA1人
1台端末活用スキル系統表」（左側画像）を参考に、発達段階に応じた児童生徒の端末
活用スキルを育成するとともに、ICTの活用方法を授業の学習過程に位置付けて示した資料
「問題解決的な学習を充実させるICT機能」（右側画像）を通じて指導スキルの確認等を
行っている。

Å今後は、各教科等授業改善プロジェクトにおいて得られた、各教科等の目標に迫る授業にお
ける児童生徒がICTを活用する場面や方法、また、そこに至る授業改善のプロセスを広く周
知・展開していく必要がある。 端末活用スキル系統表

問題解決的な学習を
充実させるICT機能

21



Ⅰ 行政と教育のデジタルトランスフォーメーションの推進第３部 政策評価（詳細） ①KPI

KPI 4:ICT 化の進展により、子どもたちと関わる時間が増加したと考える教員の割合

教育委員会事務局 学校人事課

管理課

県学校人事課調べ（2024年度教職員の業務状況等調査）

教員向けアンケートにおいて、「感じている」「どちらかといえば感じている」と回答した教員の割合

毎年度確実に増加することを目指す（未調査であり、基準となる数値が不明なため）。

Å ICT環境整備
Å学校の業務改善・効率化PJ

Å学校と保護者間の連絡のデジタル化の取組が着実に進んでいる。（欠席連絡2021年
度：35校 2022年度：212校 2023年度：378校 2024年度：458校）

Å教職員の多忙化解消の取組として、ICT化が進んでいる業務例等を明示した「提言R7」を
発出し、学校でのICT化を推進した。

Å ICT化による学校業務効率化がさらに多くの業務に広がるよう、すでに実施されている好事例
を収集し、展開していく。

ṕ Ṗ

2021年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

23.8％ 基準年度（2021年度）よりも増加 2023年度よりも増加 32.8% 達成A

22



Ⅰ 行政と教育のデジタルトランスフォーメーションの推進

ṕ Ṗ

2019年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

27.1％ 100％ 100％ 70.4％ 前進B

第３部 政策評価（詳細） ①KPI

KPI 5:ICT を活用した授業をほぼ毎日行っている教員の割合（小学校）

教育委員会事務局 義務教育課

総務課、総合教育センター

全国学力・学習状況調査（文部科学省）※2019・2020年度は「教員が大型提示装置（プロジェクター、電子黒板など）などのICTを活用した授業を1クラス当たりどの程度行ったか」、
2021年度からは「一人一人に配備されたPCタブレットなどのICT機器を授業でどのくらい活用しましたか」という質問の値より算出。

「ほぼ毎日行っている」と回答した教員の割合

2020年度末までに県内すべての小中学校に1人1台PCが整備されることから、2021年度末にはすべての教員がICTを活用した授業をほぼ毎日行うこととなるため、2023年
度以降の目標値を100％とした。

Å ICT活用促進PJ
Å新しい学びの推進PJ
Å教育イノベーション推進体制構築
Å教員の指導力向上研修

Å出典の調査において、「週3回以上」と回答した教員の割合が25.3％であり、「ほぼ毎日」と
合わせると95.7％であった。

Å各教科等授業改善プロジェクトのモデル校におけるICTを効果的・効率的に活用した実践を
公開授業や資料のweb掲載を通じて周知する取組を、引き続き継続していく。

画像提出による
協働学習

デジタルコンテンツを使った
学習活動 23



Ⅰ 行政と教育のデジタルトランスフォーメーションの推進

ṕ Ṗ

2019年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

40.5％ 100％ 100％ 78.3％ 前進B

第３部 政策評価（詳細） ①KPI

KPI 6:ICT を活用した授業をほぼ毎日行っている教員の割合（中学校）

教育委員会事務局 義務教育課

総務課、総合教育センター

全国学力・学習状況調査（文部科学省）※2019・2020年度は「教員が大型提示装置（プロジェクター、電子黒板など）などのICTを活用した授業を1クラス当たりどの
程度行ったか」、2021年度からは「一人一人に配備されたPCタブレットなどのICT機器を授業でどのくらい活用しましたか」という質問の値より算出。

「ほぼ毎日行っている」と回答した教員の割合

2020年度末までに県内すべての小中学校に1人1台PCが整備されることから、2021年度末にはすべての教員がICTを活用した授業をほぼ毎日行うこととなるため、2023年
度以降の目標値を100％とした。

Å ICT活用促進PJ
Å新しい学びの推進PJ
Å教育イノベーション推進体制構築
Å教員の指導力向上研修

Å出典の調査において、「週3回以上」と回答した教員の割合が19.7％であり、「ほぼ毎日」と
合わせると98.0％であった。

Å各教科等授業改善プロジェクトのモデル校におけるICTを効果的・効率的に活用した実践を
公開授業や資料のweb掲載を通じて周知する取組を、引き続き継続していく。

グラフ作成ソフトを活用した
学習活動

ICTを活用した
リアルタイム他者参照
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Ⅱ 災害レジリエンスNo.1の実現

KPI 7:水害リスクが軽減される人家戸数

県土整備部 河川課

－

県河川課調べ（とりまとめ）

計画期間内における河川整備計画に基づく河川整備により、水害リスクが軽減される人家戸数の累積値

河川整備の進捗を踏まえ、2029年度末までに、水害リスクを軽減させる人家戸数を35,400 戸とする将来目標に向け、2025年度目標値を設定した。

Å堤防嵩上げ、休泊川総合内水対策計画策定
Å令和元年東日本台風により溢れそうになった河川や甚大な被害が想定される河川の整備

Å2024年度は、約2.0km の河川整備を行い、大川、八瀬川等の整備事業が完了したが、
用地交渉や橋梁の架け替えに時間を要したことなどにより、指標の進捗はやや遅れている。

Å引き続き、国が進める「第１次国土強靱化実施中期計画」等を積極的に活用し、河川改
修を重点的に推進して、水害リスクの軽減に努める。

ṕ Ṗ

2019年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

8,819 戸 － 32,818 戸 29,393 戸 前進B

一級河川大川 25

第３部 政策評価（詳細） ①KPI



Ⅱ 災害レジリエンスNo.1の実現

KPI 8:水害リスクが軽減される産業団地数

県土整備部 河川課

－

県河川課調べ（とりまとめ）

計画期間内における河川整備計画に基づく河川整備により、水害リスクが軽減される産業団地数の累積値

河川整備の進捗を踏まえ、2029年度末までに、水害リスクを軽減させる産業団地数を11団地とする将来目標に向け、2025年度目標値を設定した。

Å堤防嵩上げ、休泊川総合内水対策計画策定
Å令和元年東日本台風により溢れそうになった河川や甚大な被害が想定される河川の整備

Å2024年度は、利根川や蚊沼川放水路の河川改修を推進したが、用地交渉や橋梁の架け
替えに時間を要したことから、指標の進捗はやや遅れている。

Å引き続き、国が進める「第１次国土強靱化実施中期計画」等を積極的に活用し、河川改
修を重点的に推進して、水害リスクの軽減に努める。

ṕ Ṗ

2019年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

1団地 － 10団地 7団地 前進B

一級河川利根川
26

第３部 政策評価（詳細） ①KPI
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Ⅱ 災害レジリエンスNo.1の実現

KPI 9:土砂災害リスクが軽減される人家戸数

県土整備部 砂防課

－

県砂防課調べ（とりまとめ）

計画期間内における砂防関係施設整備により土砂災害リスクが軽減される人家戸数の累積値

砂防関係施設整備の進捗を踏まえ、2029年度末までに、土砂災害リスクを軽減させる人家戸数を21,600 戸とする将来目標に向け、2025年度目標値を設定した。

Å要配慮者利用施設や避難所を守る施設整備、頻発化する豪雨に対応する砂防堰堤等の
機能の維持・回復

Å2024年度は、西空堀沢の砂防堰堤などが完了したことから、指標の進捗は概ね順調に推
移している。

Å引き続き、国が進める「第１次国土強靱化実施中期計画」に基づく予算等を積極的に活用
し、土砂災害対策を重点的に推進して、土砂災害リスクの軽減に努める。

ṕ Ṗ

2019年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

約18,000 戸 － 20,200 戸 19,867 戸 前進B
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第３部 政策評価（詳細） ①KPI

みなかみ町：西空堀沢 沼田市：塩井２地区



Ⅱ 災害レジリエンスNo.1の実現

KPI 10:ぐんま地域防災アドバイザーの市町村設置率

総務部 危機管理課

－

県危機管理課調べ

ぐんま地域防災アドバイザーが1人以上設置されている市町村の割合を算出。

10年後に100％にするため、1年に1.43％ずつ増加させる。

ṕ Ṗ

2020年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

85.7% － 92.9% 94.3％ 達成A

28

第３部 政策評価（詳細） ①KPI

－

Å2024年11月と12月に2回の「群馬県防災士養成講座」を開催し、271名が防災士試験
に合格、講座受講者・非受講者を含む防災士資格取得者63名をぐんま地域防災アドバイ
ザーとして登録した。ぐんま地域防災アドバイザーの市町村設置率については、実績値が策定
時の数値から前進しており、地域の防災力向上につながる人材確保については一定の成果が
得られた。

Åぐんま地域防災アドバイザーが設置されていない市町村に個別に働きかけ、全市町村の設置
を目指す。 ぐんま地域防災アドバイザー養成講座



Ⅲ 医療提供体制の強化

KPI 11:回復期病床の数（回復期的急性期病床を含む）

健康福祉部 医務課

－

病床機能報告

各医療機関が病棟単位で報告する医療機能別の病床数

地域医療構想における2025年回復期必要病床数

Å保健医療計画推進（県保健医療計画推進等）

Å地域医療構想に沿った医療機能再編・機能分化が徐々に前進している。
Å新型コロナ感染拡大により、2020～2021年度は同構想の議論が事実上中断していたが、

2022年度から再開されたことから、各区域の地域医療調整会議の議論を活発化させ、さら
なる再編・機能分化を推進していく。

ṕ Ṗ

2018年度 2022年度 2025年度 2024年度 2024年度

5,276 床 － 6,067 床 5,664 床 前進B

29

第３部 政策評価（詳細） ①KPI



Ⅲ 医療提供体制の強化

KPI 12:医療施設従事医師数

健康福祉部 医務課

－

医師・歯科医師・薬剤師統計（厚生労働省）※２０２４年度実績値（２０２２年度時点）は、県独自調査（健康福祉課・医務課）結果

日本国内に住所があって、医師法第6条第3項により届け出た医師の届出票に基づき、医療施設（病院・診療所）に従事する医師数を集計したもの

医師偏在指標が全国中央値に達するための医師数
※医師偏在指数：厚生労働省により定式化された、医療ニーズや人口構成の変化などの要素を加味して地域の医師の偏在度合いを示す指数

ṕ Ṗ

2018年度 2023年度 2025年度
2024年度
（2022年度）

2024年度

4,457 人 4,663 人
2023年度より医師偏在指標水準を

更に向上
4,604 人 前進B
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第３部 政策評価（詳細） ①KPI

Å医療勤務環境改善支援センター
Å医師確保対策

Å医師確保に係る施策を総合的に推進した結果、着実に医師の確保が進んでいる。
Å引き続き、医学部を目指す高校生向けセミナーの実施や、医学生・研修医への修学資金の
貸与、女性医師等の就労支援など、各世代を対象とした取組に加え、臨床研修病院紹介
及び県外医師の移住促進動画の作成・配信や、県外医学生への病院見学交通費助成な
ど、ニーズに即したより実効性のある取組を行い、医師の確保・定着を進めていく。



Ⅲ 医療提供体制の強化

KPI 13:救急要請（覚知）から医療機関への搬送までに要した平均時間

健康福祉部 医務課

－

救急・救助の現況（総務省消防庁）

入電から医師引継ぎまでに要するまでの平均時間

高齢化の進展により救急搬送が増加し、搬送に要する時間が延伸傾向にある中、今後も近隣都県の中で、一番早く医療機関に到着し、救急医療が受けられる体制を維
持する。

Å救急医療対策
Å小児救急医療対策

Å高齢化の進展等に伴う救急搬送数の増加等により、搬送に要する時間は延伸しているが、
関東最速を達成した。

Å引き続き、救急医療に関する研修の実施等によるメディカルコントロール体制の充実や統合
型医療情報システムの運営・機能強化により救急搬送の効率化・高度化を図る。

ṕ Ṗ

2019年度
（2018年）

2023年度 2025年度
2024年度
（2023年）

2024年度

関東最速
（36.7分）

－ 関東最速
関東最速
（41.9分）

達成A

31群馬県統合型医療情報システム

第３部 政策評価（詳細） ①KPI



Ⅲ 医療提供体制の強化

KPI 14:訪問診療を行う病院・診療所の数

健康福祉部 健康福祉課

－

レセプト情報・特定健診等情報データベース（厚生労働省）

在宅患者訪問診療料を算定した病院・診療所数を、レセプト情報を利用して集計

在宅医療の医療需要（推計）を踏まえ必要量を算出。参考にした医療需要の伸び率（推計）2015年度→2023年度 1.07倍 2023年度→2025年度 1.023 倍

ṕ Ṗ

2018年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

487か所以上 519か所以上 531か所以上 475か所以上 後退D
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第３部 政策評価（詳細） ①KPI

Å医療介護連携推進

Å在宅療養支援診療所等設備整備事業により在宅療養支援病院、在宅療養支援診療所
等の開設・運営を支援したが、策定時の現状値より2024年度の実績値が後退した。しかし、
訪問診療を受けた患者数は増加傾向にある。

Å実績値の後退理由としては、比較的診療患者数の少ない医療機関が廃止等により訪問診
療を行わなくなったケースが想定される。在宅医療の需要は今後も増加が見込まれるため、在
宅医療に取り組む医療機関への支援を引き続き実施していく。



Ⅳ 県民総活躍社会の実現

KPI 15:子どもの居場所がある市町村数

生活こども部こども・子育て支援課

－

県こども・子育て支援課調べ

子どもの居場所とは、子ども食堂や無料学習支援等（自治体の委託による居場所を除く）を指す。

県内全市町村に子どもの居場所が設置される。

ṕ Ṗ

2020年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

20市町村 － 35市町村 24市町村 前進B
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第３部 政策評価（詳細） ①KPI

Å子どもの居場所づくり応援事業補助金
Å子どもの居場所づくりマッチングコーディネーター配置
Å子どもの居場所づくりアドバイザー設置

Å「子どもの居場所づくり応援事業補助金」による子どもの居場所の新規開設支援や、「子ども
の居場所づくりマッチングコーディネーター」による運営支援のほか、子どもの居場所づくりアドバ
イザー設置による立ち上げ時等の相談体制整備により、子どもの居場所が設置された市町村
の増加に繋がった。

Å町村部での新規開設を一層推進するため、該当町村との意見交換・調整を進める。

子ども食堂の様子



Ⅳ 県民総活躍社会の実現

KPI 16:ジョブカフェを利用した就職者数（若者）

産業経済部 労働政策課

－

県労働政策課調べ

ジョブカフェを利用した就職者数（非正規雇用者を含む。）

「労働力調査（総務省）」の結果から試算したR1時点の県内の完全失業者数について、ハローワークと役割分担しつつ5年間で解消する人数を推計したもの

Å若者就職対策

Å群馬県内の有効求人倍率は、計画策定時以降１以上であり、売り手市場が継続。ジョブカ
フェ利用者も減少傾向。

Åただし、2024年度において、ジョブカフェ利用者は7,891 人おり、売り手市場にあっても、ジョブ
カフェの支援が必要な若者は一定数認められる。

Å引き続き利用者の利便性の向上を図るため、オンラインによる個別相談（カウンセリング）な
どを進め、時代の変化に対応した取組を進めていく。

Å就職者数は利用者数の減少に伴って、減少傾向にある。

ṕ Ṗ

2019年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

1,072 人／年 － 1,280 人／年 743人／年 後退D

オンラインカウンセリング 34

第３部 政策評価（詳細） ①KPI



Ⅳ 県民総活躍社会の実現

KPI 17:男女の地位の平等感

生活こども部生活こども課

男女共同参画社会に関する県民意識調査

－

2014年度から2019年度にかけて、5年間の伸びが＋3.3％（14.1%→17.４%）であったが、伸びを加速させ、1年間で＋3.3％増加させることとし、5年後の目標値を
35.0％に設定。

・ 男女共同参画セミナー・ 男女共同参画相談事業 ・ 事業所の男女共同参画推進
・ 女性活躍推進事業 ・ 女性人材育成事業 ・ ぐんま女性活躍大応援団
・ 女性人材データバンク

Å講座等を実施し、男女共同参画の視点から社会を見つめ直す機会を提供するとともに、無
意識のジェンダーバイアスの解消を推進した。

Å各分野において、女性自らの参画意欲の向上を図るため意識啓発を行い、将来の女性リー
ダーの育成に寄与することができた。

ṕ Ṗ

2019年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

17.4% － 35% 17.5% 横ばいC

とらいあんぐるんセミナー「未来へのAction！若者と考えるジェンダー平等」 35

第３部 政策評価（詳細） ①KPI



ṕ Ṗ

2017年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

16.1% － 33％（3人に1人） 10.7％ 後退D

Ⅳ 県民総活躍社会の実現

KPI 18:管理職に占める女性の割合

生活こども部生活こども課

産業経済部 労働政策課

就業構造基本調査

－

「第5次男女共同参画基本計画」の「2020年代の可能な限り早期に指導的地位に占める女性の割合を30%程度」との国の目標を参考に設定

Å働きやすい職場環境づくり

Å各分野において、女性自らの参画意欲の向上を図るため意識啓発を行い、将来の女性リー
 ダーの育成に寄与することができた。
Å女性管理職育成のためのセミナー等の開催や、職場における女性の活躍推進等に取り組

 む企業の認証を行い、働きやすい職場環境づくりを後押しするなど、働く女性の活躍を推進
 できた。

ジェンダー平等について学ぶ大学出張講座 36

第３部 政策評価（詳細） ①KPI



Ⅳ 県民総活躍社会の実現

KPI 19:健康寿命（男性）

健康福祉部 健康長寿社会づくり推進課

介護高齢課

厚生労働省算出（算出は不定期）

国民生活基礎調査より「日常生活に制限のない期間の平均」として算出

2016年を起点に、2040年までに3年以上延伸し75歳以上とする国の健康寿命延伸プランを参考に、24年間で3年延伸させるため、2025年までに1.125 年延伸を目標
とする。

Å健康ポイント制度、健康的な食環境づくり
Å県民健康・栄養調査、健診等データ分析
Å元気高齢者総合支援、フレイル予防事業

Å健康寿命延伸対策を重点事業として実施し、策定時の現状値より2024年度の実績値は
増加し、目標値を達成した。

Å今後、生涯を通じた健康づくりにより個人の行動と健康状態の改善に引き続き取り組むととも
に、健康無（低）関心層も含めたすべての県民が自然に健康になれる社会環境づくりを進
めていく。

ṕ Ṗ

2016年度 2023年度 2025年度
2024年度
（2022年）

2024年度

72.07 年 － 73.2年 73.37 年 達成A
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第３部 政策評価（詳細） ①KPI



Ⅳ 県民総活躍社会の実現

KPI 20:健康寿命（女性）

健康福祉部 健康長寿社会づくり推進課

介護高齢課

厚生労働省算出（算出は不定期）

国民生活基礎調査より「日常生活に制限のない期間の平均」として算出

2016年を起点に、2040年までに3年以上延伸し75歳以上とする国の健康寿命延伸プランを参考に、24年間で3年延伸させるため、2025年までに1.125 年延伸を目標
とする。

Å健康ポイント制度、健康的な食環境づくり
Å県民健康・栄養調査、健診等データ分析
Å元気高齢者総合支援、フレイル予防事業

Å健康寿命延伸対策を重点事業として実施し、策定時の現状値より実績値は増加した。

Å今後、生涯を通じた健康づくりにより個人の行動と健康状態の改善に引き続き取り組むととも
に、健康無（低）関心層も含めたすべての県民が自然に健康になれる社会環境づくりを進
めていく。

ṕ Ṗ

2016年度 2023年度 2025年度
2024年度
（2022年）

2024年度

75.20 年 － 76.3年 75.54 年 前進B

38

第３部 政策評価（詳細） ①KPI



Ⅳ 県民総活躍社会の実現

KPI 21:民間企業における障害者実雇用率

産業経済部 労働政策課

地域創生部 スポーツ局スポーツ振興課、健康福祉部障害政策課、教育委員会事務局 特別支援教育課

障害者雇用状況の集計結果（群馬県労働局）

（障害者である労働者の数＋障害者である短時間労働者の数×0.5）／労働者の数＋短時間労働者の数×0.5

障害者雇用促進法が定める民間企業の法定雇用率2.3％を2025年までに達成する。

・ 特別支援教育振興（職業自立推進、作業学習充実） ・ 障害者差別解消推進
・ パラスポーツ推進・ 障害者就労支援

Å関係機関と連携した障害者のニーズに合った実習先・就労先の開拓、障害者雇用に向けた
研修会、企業交流会の実施等により、県内民間企業における障害者実雇用率は、2024
年6月1日時点で2.35％（前年比＋0.07ポイント）と12年連続で過去最高を更新してお
り、目標値である2.3％を達成した。

Å雇用率の達成企業割合は53.2% であり、障害者雇用に関する理解が少ない企業も存在す
る。引き続き、関係機関と連携しながら、障害者の就労先の開拓、障害者雇用の啓発等の
新たな働き方の普及等を行うことで、県内企業の障害者実雇用率の向上を図っていく。

ṕ Ṗ

2019年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

2.14% － 2.3% 2.35% 達成A

障害者の就労先開拓 39

第３部 政策評価（詳細） ①KPI



Ⅳ 県民総活躍社会の実現

KPI 22:留学生の日本企業等への就職状況（在留資格変更許可数・構成比率）

地域創生部 ぐんま暮らし・外国人活躍推進課

－

留学生の日本企業等への就職状況について（出入国在留管理庁）

外国人留学生が国内で就職するために在留資格変更が許可された数のうち、群馬県で就職した比率

過去5年間の平均値（2019～2023年：1.5% ）を上回る水準(0.5% 増)を設定 ※現状値、目標値は暦年調査

ṕ Ṗ

2018年 2023年 2025年
2024年度
（2023年度）

2024年度

2.0% － 3.0% 1.1% 後退D

40

第３部 政策評価（詳細） ①KPI

Å外国人活躍推進

Å外国人留学生等を対象とした就職ガイダンスや県内企業とのマッチング機会を提供する合同
企業説明会等を実施し、外国人留学生等に対する県内企業への就職支援を行っているも
のの、前年度と比べ0.5ポイント下降している。

Å目標値を達成できるよう、引き続き、多文化共生・共創社会の実現に向けて、外国人留学
生を含む外国人材も活躍できる環境づくりをより推進していく。

▲合同企業説明会の様子



Ⅳ 県民総活躍社会の実現

KPI 23:移住者数

地域創生部 ぐんま暮らし・外国人活躍推進課

－

県ぐんま暮らし・外国人活躍推進課とりまとめ

県内市町村へ照会のうえ報告のあった数値をとりまとめ

2040年に180万人の県人口を維持できる観点から目標を設定（現状維持だと160万人）

Åぐんま暮らしブランド化推進
Åぐんまでテレワーク推進プロジェクト

Åコロナ禍において、密接・密集を避けられる地方への関心が高まるとともに、首都圏の企業を
中心としたテレワークの普及により「転職なき移住」へも注目が高まっている。

Åこのような中、本県の、東京からのアクセスの良さ、自然災害の少なさ、豊かな温泉や自然環
境などの魅力や強みを活かし、各種情報発信などを強化しているところである。

Åまた、ふるさと回帰支援センターが公表した2024年移住希望地ランキングでは全国１位とな
るなど、本県への移住の関心は確実に高まっていると考えられる。

ṕ Ṗ

2019年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

962人／年 － 1,400 人／年 1,560 人／年 達成A
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第３部 政策評価（詳細） ①KPI

ぐんま移住&交流フェア2024の様子



Ⅳ 県民総活躍社会の実現

KPI 24:包括的な支援体制が整備されている市町村の数

健康福祉部 地域福祉課

生活こども部こども・子育て支援課、健康福祉部介護高齢課、障害政策課

県地域福祉課調べ

次の支援体制が整備できている市町村数（翌年度4月1日時点）
①_重層的支援体制整備事業 ②_①に準じた支援体制を整備

重層的支援体制整備事業（※）への移行準備事業実施予定5市町村＋実施可能性あり18市町村の半数（5＋9）〔2020年度調べ〕
（※市町村が包括的な支援体制を整備するに当たって活用できる一事業）

Å小規模社会福祉法人等協働推進、包括的支援体制構築事業
Å成年後見制度、市民後見推進

Å2025年度には10市町村となる見込みであるが、引き続き目標達成に向けて、研修会の開
催や個別訪問等を通じ、体制整備に取り組む市町村を支援する。

ṕ Ṗ

2020年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

0 － 14市町村 6市町村 前進B
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第３部 政策評価（詳細） ①KPI



Ⅳ 県民総活躍社会の実現

KPI 25:年次有給休暇取得率

産業経済部 労働政策課

－

就労条件総合調査特別集計（厚生労働省雇用環境・均等局職業生活両立課作成）

労働者1人平均取得率 取得日数計／付与日数計×100

第１期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」のKPIが70%であり、県の最新値が54.1％(2024 年)と未達成のため設定

ṕ Ṗ

2019年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

52.4% － 70% 54.1％ 前進B

魅力ある職場づくり事業

（イクボス養成塾） 43

第３部 政策評価（詳細） ①KPI

Å働きやすい職場環境づくり

Å誰もが働きやすい職場環境づくりを推進していくために①魅力ある職場づくり事業②企業認証
制度を推進した結果、年次有給休暇取得率は策定時より1.7ポイント上昇し、一定の成果
を上げることができた。

Å県では多様な人材が活躍できる働きやすい職場づくりに向けたセミナー等を実施しているが、
研修に参加しない企業への意識啓発が課題となっている。セミナー周知について関係機関や
県ホームページ等を通じて県内企業への働きかけを広げていきたい。

魅力ある職場づくり事業の様子



Ⅳ 県民総活躍社会の実現

KPI 26:公共交通（鉄道・乗合バス）の利用者数

知事戦略部 交通イノベーション推進課

－

県交通イノベーション推進課調べ（とりまとめ）

県内の鉄道の乗車人員及び乗合バスの年間延べ利用者数の合計値

自動車以外の移動手段を確保できるよう、鉄道や乗合バスなどの公共交通を維持するため、2018年度の利用者数を維持することを目標値とした。

Å地域公共交通網の再編・効率化
Å自動運転技術の開発

Åコロナ禍前までの水準には戻っていないが、回復傾向にある。
Å「誰もが安全で快適に移動できる社会」の実現に向けて、多様な移動手段を確保するため、
地域的な暮らしの足の確保、基幹公共交通軸の確保・維持を図るとともに、「ニューノーマル」
「DX」「2050年５つのゼロ宣言」や移動手段の技術革新などの公共交通を取り巻く環境の
変化に対応した施策に取り組んでいく。

ṕ Ṗ

2018年度 2023年度 2025年度
2024年度
（2023年度）

2024年度

6,308 万人 － 6,308 万人の維持 5,683 万人 後退D
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地域連携ICカード｢nolbé（ノルベ）｣

第３部 政策評価（詳細） ①KPI



Ⅴ 地域経済循環の形成

KPI 27:再生可能エネルギー導入量

知事戦略部 グリーンイノベーション推進課

企業局 発電課

県グリーンイノベーション推進課調べ

経済産業省資源エネルギー庁「再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特別措置法情報公表用ウェブサイト」、県グリーンイノベーション推進課が実施した調査等
を元に推計

再生可能エネルギーの導入量を想定し、10年後（2030年度）の目標を77億kWh/ 年に設定。そこから中間年(2025 年度)の目標値を算出。

ṕ Ṗ

2019年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024

5,689,149 千kWh／年 － 7,059,000 千kWh／年 6,692,227 kWh／年 前進B

45

第３部 政策評価（詳細） ①KPI

Å太陽光発電設備・蓄電池等導入推進
Å発電所の新規開発

Å主に太陽光発電が、比較的場所を選ばずに容易に設置できることや固定価格買取制度によ
り、住宅用・事業用ともに増加した。
（住宅用 2023：4.2億kWh／年 → 2024：4.5億kWh／年）
（事業用 2023：27.3億kWh／年 → 2024：27.8億kWh／年）
Åさらなる太陽光発電の普及促進に向けた支援策として、長期・低利の制度融資、共同購入

 事業、初期費用0円事業、補助事業を実施した。



Ⅴ 地域経済循環の形成

KPI 28:燃料用木質チップ、木質ペレット生産量

環境森林部 森林局 林業振興課

－

群馬県木材需給の現況

各生産施設に対する生産量調査の結果を集計

新規バイオマス発電所による増加を想定し10年後（2030）の目標を163千㎥に設定。それを按分し中間年（2025）の目標値を算出

46

第３部 政策評価（詳細） ①KPI

ṕ Ṗ

2019年 2023年 2025年
2024年度
（2023年）

2024年度

119千m3／年 － 143千m3／年 162千m3／年 達成A

－

Å低質材の利用拡大を図るため、木質チップの加工施設や、チップを活用したバイオマス発電施
設、木質ペレットを活用したボイラーなど電力や熱を供給する施設等の整備を推進した。

Å皆伐再造林における低質材の搬出を促すことにより、従来林地残材となっていた丸太の有効
活用を進めるなど、木質チップやペレット生産量の増加に繋がる取組を行った。引き続き、木
質バイオマス利用施設の整備や低質材の搬出を増加させる取組を行うことで利用拡大を図
る。

木質チップ加工施設



Ⅴ 地域経済循環の形成

KPI 29:一般廃棄物及び産業廃棄物の再生利用率（一般廃棄物）

環境森林部 廃棄物・リサイクル課

環境政策課、環境保全課

一般廃棄物処理実態調査（環境省）

一般廃棄物再生利用率＝（直接資源化量＋中間処理後再生利用量＋集団回収量）÷（ごみ総処理量＋集団回収量）×100

環境省が定めた「廃棄物の減量その他その適正な処理に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るための基本的な方針」を参考に設定

Å循環型社会づくり推進
Åプラスチックごみ「ゼロ」推進
Åマイクロプラスチック調査
Å県民運動推進

Å県民への普及啓発として、HPや各種イベント等における5R宣言実施の呼びかけ、tsulunos
動画配信などによる広報を実施した。

Å容器包装リサイクル法及びプラスチック資源循環促進法について、市町村等へ技術的助言や
情報提供を行い、分別収集の推進を図っている。

Åこれまでのところ、再生利用率は低下傾向にあり、県民への普及啓発、市町村が実施する廃
棄物の発生抑制や循環資源の回収への支援を強化していく。

ṕ Ṗ

2018年度 2023年度 2025年度
2024年度
（2023年度）

2024年度

15.2％ － 27％ 13.8% 後退D

47リサイクルセンターにおける循環資源の回収

第３部 政策評価（詳細） ①KPI



Ⅴ 地域経済循環の形成

KPI 30:一般廃棄物及び産業廃棄物の再生利用率（産業廃棄物）

環境森林部 廃棄物・リサイクル課

環境政策課、環境保全課

群馬県産業廃棄物実態調査

産業廃棄物再生利用率＝再生利用量÷排出量×100

環境省が定めた「廃棄物の減量その他その適正な処理に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るための基本的な方針」を参考に設定

Å循環型社会づくり推進
Åプラスチックごみ「ゼロ」推進
Åマイクロプラスチック調査
Å県民運動推進

Å群馬県廃棄物処理施設等の事前協議等に関する規程において、周辺地域の生活環境へ
の影響の程度が低く、かつ、廃棄物の減量化及び循環型社会づくりに対する有効性が高いと
認められるリサイクル関連施設の設置手続を簡素化し、施設の設置を促進している。

Å施設の設置とともに排出事業者と再生事業者等のマッチングによる廃棄物の有効利用を促
進し、再生利用率の向上に取り組む。

ṕ Ṗ

2017年度 2023年度 2025年度
2024年度
（2022年度）

2024年度

51.6％ － 56％ 51.3％ 横ばいC

48廃プラスチック類のリサイクル処理施設

第３部 政策評価（詳細） ①KPI



Ⅴ 地域経済循環の形成

KPI 31:フードバンクの人口カバー率

環境森林部 廃棄物・リサイクル課

－

フードバンクへの聞き取り調査（県廃棄物・リサイクル課調べ）

フードバンク設置市町村等の人口／群馬県人口×100

2025年度までに各振興局単位でのフードバンクの空白地域を解消し、人口カバー率95％を目指す。

Å 食品ロス「ゼロ」推進

Åフードバンクの活動状況を調査し、HPにおいて公表し、活動の周知を図った。
Åフードバンクと食品関連事業者とのマッチングを支援するシステムの運用、フードドライブのHPで
の紹介・実践等により、県内のフードバンク活動を支援する取組を実施した。

Åこの結果、フードバンク活動が活性化し、人口カバー率は向上してきている。
Å今後も、県内の活動に対する支援を継続して行い、目標達成に向けた取組を進めていく。

ṕ Ṗ

2020年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

82.2% － 95% 94.2% 前進B
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群馬県未利用食品マッチングシステムポータルサイトの
トップページ画面

第３部 政策評価（詳細） ①KPI



Ⅴ 地域経済循環の形成

KPI 32:林業就業人口1人あたりの林業産出額

環境森林部 森林局 林政課

－

林業就業人口：農林業センサス、林業産出額：農林水産統計調査（いずれも農林水産省）

林業産出額（木材生産）を林業就業者数（居住地）で除した数値

2030年の目標値を232万円（320千万円÷1,381 人）として按分
※現状値、目標値、実績値は暦年調査

・ 補助公共造林（工程分析調査委託）・ 林業作業道総合整備（林業作業道作設委託）
・ 森林環境譲与税事業（森林経営管理支援）
・ 森林経営管理対策（林業・木材産業デジタル化推進支援）

Å新型コロナウィルス感染拡大等の影響により、輸入木材が減少したことから、国内における木
材の需給がひっ迫し、木材価格が上昇した。そのため、林業産出額（木材生産）が増加し、
2022年は2025年の目標220万円を達成したが、その後の木材価格の下落等により2023
年は194千円と大きく減少した。今後も引き続き、低コスト化や収益性の向上への取組を支
援し、需要拡大と素材生産量の増大、林業産出額（木材生産）の増加を図り、県産木材
による自立分散型社会の実現を目指す。

ṕ Ṗ

2014年 2023年 2025年
2024年度
（2023年度）

2024年度

174万円 － 220万円 194万円 前進B

50木材生産

第３部 政策評価（詳細） ①KPI



Ⅴ 地域経済循環の形成

KPI 33:素材生産量

環境森林部 森林局 林業振興課

－

群馬県木材需給の現況

各生産施設に対する生産量調査の結果を集計

2030年の目標値である500千㎥と、最新の実績値419千㎥（2023）の差81千㎥を残年数の7年で按分し、2027年の目標値を算出
※現状値、目標値、実績値は暦年調査

Å林業構造改善対策
（林業・木材産業循環成長対策交付金）
（林業県ぐんま躍進対策）

Å皆伐再造林の推進や、高性能林業機械による低コスト林業システムの導入支援、木質バイ
オマス利用などの木材需要の拡大等に取り組んだが、素材生産量としては微増にとどまった。

Å今後、さらに皆伐再造林の推進や収益性の高い林業の確立を支援するとともに、住宅に加え
て非住宅建築物など、県産木材の需要拡大に積極的に取り組み、素材生産量の増加を図
る。

ṕ Ṗ

2019年 2023年 2025年
2024年度
（2023年）

2024年度

379千m3 － 450千m3 419千m3 前進B
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第３部 政策評価（詳細） ①KPI

皆伐再造林による素材生産 高性能林業機械



Ⅴ 地域経済循環の形成

KPI 34:木材産業産出額

環境森林部 森林局 林業振興課

－

経済センサス

経済構造実態調査 製造事業所調査「品目別」統計表データ第２表 「群馬県産業中分類コード12 木材・木製品」より

県産木材製品生産量の増加率の想定から10年後の（2030）の目標を11,800 千万円／年に設定。それを按分し中間年（2025）の目標値を算出
※現状値、目標値、実績値は暦年調査

Å林業構造改善対策（林業・木材産業構造改革、県産材品質向上強化対策）
Å木材等生産振興対策（県産材流通改革促進対策）

Å新設住宅着工戸数の大幅な減少により、木材使用量の大半を占める建築用材の生産量が
減少した。

Å人口減少等による新設住宅着工戸数の減少は今後も続くと考えられるが、木造率の低い非
住宅建築物等における新たな木材需要の創出や、大型製材工場の誘致を含めた県内にお
ける木材流通・加工体制部門の生産規模拡大や県産木材製品の品質向上などに積極的
に取り組み、引き続き林業の競争力強化と木材産業産出額の増加を図る。

ṕ Ṗ

2018年 2023年 2025年
2024年度
（2022年）

2024年度

826億円 － 1,020 億円 888億円 前進B
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第３部 政策評価（詳細） ①KPI

整備された製材工場 建築用材のプレカット工場



Ⅴ 地域経済循環の形成

KPI 35:県内木材総需要量における県産木材率

環境森林部 森林局 林業振興課

林業試験場

群馬県木材需給の現況

県内木材総需要量における県産木材需要量の割合

10年後（2030）の県内木材需要量を想定し、これに対する素材生産量の目標500千㎥の比率から目標値を60％に設定。それを按分し中間年（2025）の目標値を
算出 ※現状値、目標値は暦年調査

ṕ Ṗ

2019年 2023年 2025年
2024年度
（2023年）

2024年度

47% － 55% 49.7% 前進B
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第３部 政策評価（詳細） ①KPI

Å木材等生産振興対策（ぐんまゼロ宣言住宅促進、ZEB推進モデル、ぐんまの木で温もりのあ
る空間づくり）

Å県産木材率を向上させるため、素材生産量の増大と安定的な素材供給体制の確立に取り
組んだ。製材品の県産木材率は現状と同程度であったが、木質バイオマス発電所の安定稼
働などにより、燃料用木質チップや木質ペレットの県産木材率が高まり、全体では微増となった。

Å今後も引き続き、低コスト林業システムの導入や県内木材流通・加工体制部門の機能強化、
木質バイオマス利用などの新たな木材需要の拡大により、素材生産量の増大と安定的な素
材供給体制の確立に向けて積極的に取り組み、県内木材総需要量における県産木材率を
高め、森林資源の循環利用と県産木材による自立分散型社会の実現を目指す。 県産木材を活用した県有施設 県産木材を活用した

民間木育施設



Ⅴ 地域経済循環の形成

KPI 36:農業産出額

農政部 農政課

農業構造政策課、米麦畜産課、野菜花き課、蚕糸特産課、ぐんまブランド推進課、農村整備課、各農業事務所

生産農業所得統計（農林水産省）

－

販売金額規模別の農業者数の推移や、品目別の農業産出額の推移から算出

ṕ Ṗ

2019年度 2023年度 2025年度
2024年度
（2023年）

2024年度

2,361 億円 － 2,600 億円 2,655 億円 達成A
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第３部 政策評価（詳細） ①KPI

・ 小規模農村整備 ・ 農山漁村地域整備 ・ 農業競争力強化基盤整備 ・ 園芸作物研究（環境制御技術
の開発推進） ・ 農作物環境研究 ・ 農業技術対策指導（ぐんま農業イノベーション推進）・ 野菜振興
（「野菜王国・ぐんま」総合対策）・ 野菜振興（園芸産地強化支援） ・ 花き振興 ・ 農産振興（経営所得
安定対策等推進）・ こんにゃく総合対策・ 果樹振興 ・ 畜産競争力強化 ・ 肉牛振興 ・ 家畜伝染病予
防 ・ 県産農畜産物ブランド力強化対策（Ｇ-アナライズ＆PR等） ・ 地域資源活用推進（農山漁村発イノ
ベーション等推進、地域食品産業連携プロジェクト（LFP）推進事業） ・ 農地利用促進対策（担い手への農
地集積・集約化）（農地利用最適化促進）・ 農業経営基盤強化対策（農業経営向上事業） ・ 農業経営
総合対策（農業経営力向上支援、ぐんまAgri×NETSUGEN共創等）

Å 県内の生産基盤の整備、担い手への農地の集積・集約化、スマート農業等の推進による生産性の向上、農畜
産物の高付加価値化等に関する各種施策を総合的に進めたことや、野菜や鶏卵の価格上昇などの要因により、
前年に比べて7.4% （182億円）の増加となった。引き続き、目標値の達成に向け、生産性の高い効率的な
経営体による力強い農業構造の確立を目指していく。

県が開発した新たなブランドニジマス
ṡ ṇ V3Ṣ

キュウリ自動収穫ロボットの
導入実証



Ⅴ 地域経済循環の形成

KPI 37:青果物輸出金額

農政部 ぐんまブランド推進課

農政課、農業構造政策課、野菜花き課、蚕糸特産課、各農業事務所

群馬県農畜産物等輸出実績調査（群馬県農畜産物等輸出推進機構 調べ）

群馬県農畜産物等輸出実績調査に基づき、県内農畜産物及び食品の輸出金額を算出

近年の青果物輸出額の伸び率から推計

ṕ Ṗ

2019年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

116百万円 － 200百万円 15.2百万円 後退D
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第３部 政策評価（詳細） ①KPI

Å農畜産物等輸出促進

Å群馬県農畜産物等の輸出金額（2024年）は、前年比120.7 ％の18億5,700 万円と
なった。しかし、青果物については、新型コロナウィルスの蔓延をきっかけに、輸出を積極的に進
めていた県内主力の青果卸業者が、輸出部門から撤退するなどの情勢変化があり、青果物
の輸出実績は、低迷している。

Å2023年度に策定した「群馬県農畜産物等輸出促進戦略」に基づき、海外ニーズや産地の
動向等を踏まえた事業を展開することにより、輸出品目・量の拡大を図っていく。 現地PR販売（台湾） 上州和牛カッティングセミナー

（群馬県）



Ⅴ 地域経済循環の形成

KPI 38:1 農業経営体あたりの生産農業所得

農政部 農政課

農業構造政策課、米麦畜産課、野菜花き課、蚕糸特産課、ぐんまブランド推進課、農村整備課、各農業事務所

生産農業所得統計（農林水産省）、農林業センサス（農林水産省）

「生産農業所得統計」の生産農業所得の値を「農林業センサス」の農業経営体数で除して算出

過去の推移から生産農業所得（A）及び農業経営体数（B）をそれぞれ推定して、A/Bより算出

ṕ Ṗ

2019年度 2023年度 2025年度
2024年度
（2023年度）

2024年度

414万円 － 540万円 479万円 前進Ｂ
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第３部 政策評価（詳細） ①KPI

・ 小規模農村整備 ・ 農山漁村地域整備 ・ 農業競争力強化基盤整備 ・ 園芸作物研究（環境制御
技術の開発推進） ・ 農作物環境研究 ・ 農業技術対策指導（ぐんま農業イノベーション推進）・ 野菜
振興（「野菜王国・ぐんま」総合対策）・ 野菜振興（園芸産地強化支援） ・ 花き振興 ・ 農産振興
（経営所得安定対策等推進）・ こんにゃく総合対策・ 果樹振興 ・ 畜産競争力強化 ・ 肉牛振興 ・ 
家畜伝染病予防 ・ 県産農畜産物ブランド力強化対策（Ｇ-アナライズ＆PR等） ・ 地域資源活用推進
（農山漁村発イノベーション等推進、地域食品産業連携プロジェクト（LFP）推進事業） ・ 農地利用促
進対策（担い手への農地集積・集約化、農地利用最適化促進）・ 農業経営基盤強化対策（農業経営
向上事業） ・ 農業経営総合対策（農業経営力向上支援、ぐんまAgri×NETSUGEN共創等）

Å農業産出額の増加に伴い、１農業経営体あたりの生産農業所得も前年に比べて9.1％(40億円)増加
した。一方で、肥料、飼料、光熱動力などの生産資材価格は高止まりし、そうした資材価格の上昇分を農
産物価格に転嫁できていないことから、生産現場では依然厳しい状況が続いている。

Å生産農業所得の向上に向けて、今後も生産性の向上や高付加価値化等のための各種取組を進め、農
業経営の体質強化を図っていく必要がある。

ṇ



Ⅴ 地域経済循環の形成

KPI 39:県内総生産（名目）

産業経済部 産業政策課

地域企業支援課

県民経済計算

県内における各経済主体（企業、家計、財政）が経済活動により1年間に新たに生み出した価値（付加価値）の流れを生産、分配、支出の三面から捉え産出

IMFによる日本のGDP予測＋αで算出。2025年は、+5.9 ％（IMF予測に2021より毎年概ね＋0.3％～0.9％程度上乗せ。）全国15位以内を目指す。

・ スマートファクトリー創出支援・ 次世代モビリティ産業参入支援
・ 海外ビジネス展開支援（海外展開支援体制整備、海外進出支援、輸出・販路開拓支援）
・ 受発注振興対策（ものづくり情報発信事業）
・ 地場産品商談サポートサイト

Å県内企業のデジタル化や次世代モビリティへの参入支援、海外ビジネス展開など、多様なイノ
ベーションを喚起し、高い付加価値を創出する取組を実施したことにより、実績値は2025年
度目標値を達成した。

Å2024年度から新しい産業振興基本計画に基づき事業を進めた。引き続き、県内企業の競
争力を高め、付加価値を生み出す取組を進め、経済循環の形成を図っていく。

ṕ Ṗ

2017年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

８兆9,704 億円 ９兆3,000 億円 9兆5,000 億円 9兆7,620 億円 達成A

57

第３部 政策評価（詳細） ①KPI

ぐんま Tech EXPO



Ⅴ 地域経済循環の形成

KPI 40:1 人あたり県民所得

産業経済部 産業政策課

地域企業支援課、労働政策課

県民経済計算

県民所得／県内総人口

現状＋約8％ 全国3位以内を目指す。全国2位愛知県：3,685 千円、全国3位栃木県：3,413 千円

・ スマートファクトリー創出支援・ 次世代モビリティ産業参入支援
・ 海外ビジネス展開支援（海外展開支援体制整備、海外進出支援、輸出・販路開拓支援）
・ 受発注振興対策（ものづくり情報発信事業、オンライン販路開拓支援事業）
・ 地場産品商談サポートサイト・若者就職対策(ジョブカフェ群馬運営、U・Iターン就職試験)
・ 地域支援・地域連携（DX産業人材育成支援）

Åこれまで最高であった2017年度の336万7千円を上回り、目標達成に向け、前進した。
Å県民所得を構成する、県民雇用者報酬、財産所得、企業所得ともに増加しており、引き続
き、賃上げや企業の稼ぐ力の向上に資する取組等を実施していく。

ṕ Ṗ

2017年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

332万5千円 340万円 360万円 346万7千円 前進B
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第３部 政策評価（詳細） ①KPI

電動車ティアダウンキックオフ説明会



Ⅴ 地域経済循環の形成

KPI 41:65 歳未満の林業従事者数

環境森林部 森林局 林業振興課

－

林業従事者実態調査（県林業振興課調べ）

年間30日以上林業に従事し、賃金又は収入を得た者を林業従事者とする。

林業従事者全体の若返りの目標として、10年後（2030）の65歳未満の従事者数を700人に設定。これを按分し中間年（2025）の目標値を算出

Å林業労働力対策（林業事業体技術者育成、林業就業促進総合対策、ぐんま林業担い手
対策、緑の青年就業準備給付金、伐倒初心者講習、林業労働安全衛生総合対策、森
林整備担い手対策、経営体能力評価システム導入支援）

Å森林組合強化対策

Å新規就業者の確保を目的とした就業前研修と、就業者の技術向上を目的とした各種研修
会の実施や、林業事業体への雇用管理改善指導及び労働安全衛生の確保のための支援
等を行うことにより、65歳未満の林業従事者数の確保につながった。

Å森林資源の循環利用の促進と県産木材による自立分散型社会の実現のため、今後も継続
的に新規就業者の確保と定着率向上に取り組み、担い手である林業従事者の若返りと安
定確保、技能向上による林業の競争力強化を図る。

ṕ Ṗ

2019年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

524人 548人 600人 561人 前進B
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第３部 政策評価（詳細） ①KPI

新規就業者を確保するための現場研修



Ⅴ 地域経済循環の形成

ṕ Ṗ

2019年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

170人 － 850人 761人 前進B

就農相談フェアへの出展 60

第３部 政策評価（詳細） ①KPI

KPI 42:累計新規就農者数（45歳未満）（2021年度からの累計）

農政部 農業構造政策課

各農業事務所

新規就農者実態調査（県農業構造政策課とりまとめ）

各農業事務所及び農業構造政策課が、関係機関（市町村・農業委員会、農業協同組合等）から得た情報をもとに集計調査。

農業者の高年齢化等の予測から、施策効果により毎年度同程度の就農者数の確保するものとして算出

Å農業者育成対策（就農準備資金・経営開始資金）

Å就農相談会、農業体験事業、ファームトレーニング事業等を実施し新規就農を促進した。
Å就農相談フェア等では移住関係部署と連携して出展を行い、丁寧な就農相談に努めた。
Å各種就農対策を実施した結果、45歳未満の新規就農者は178人となり、年間確保目標の

170人を上回った。
Å2021年度～2024年度までの累計は761人で、目標に向け順調に推移している。



Ⅴ 地域経済循環の形成

KPI 43:事業承継計画策定件数（累計）

産業経済部 地域企業支援課

－

県地域企業支援課調べ

群馬県事業承継ネットワーク構成機関の支援等による事業承継計画策定件数をカウント

群馬県事業承継ネットワーク構成機関の支援等による事業承継計画策定件数の年間目標を200件とし、その5年分を計上したもの

Å創業・事業承継支援

Å群馬県事業承継ネットワーク構成機関（金融機関、商工団体等）の承継準備に向けた
プッシュ型の働きかけと伴走型の支援により、2024年度の事業承継計画策定件数は年間
134件となり、年間目標の200件は下回ったものの、2021年度～2024年度の累計の実績
は1,202 件となり、2023年度に既に達成した目標値1,000 件から更に実績を伸ばす結果と
なった。

Å事業承継計画策定は、事業承継に向けた課題の整理等に活用できる重要な取組であるが、
年々実施件数の実績は低下しているため、ネットワーク構成機関連携のもと、計画策定が必
要となる事業者の掘り起こしを進め、円滑な事業承継に向けた支援の充実を図る。

ṕ Ṗ

2018～2019年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

293件 － 1,000 件 1,202 件 達成A
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第３部 政策評価（詳細） ①KPI

群馬県事業承継ネットワーク構成機関の
連携強化に向け開催したカンファレンスの様子



Ⅴ 地域経済循環の形成

KPI 44:1 人あたり賃金

産業経済部 産業政策課

未来投資・デジタル産業課、労働政策課

賃金構造基本統計調査

（「全体の賃金総額」－「パートの賃金総額」）/（「全体の労働者数」－「パートの労働者数」）

現状＋約10％ 全国5位以内を目指す。全国6位佐賀県：458万円、全国5位兵庫県：460万円
※現状値、目標値は暦年調査

・ 未来投資促進 ・ 若者就職対策 ・ 職業能力開発計画推進（職業能力開発審議会）

・ 産業技術専門校運営 ・ 地域支援 ･ 地域連携（スキルアップセミナー、高校連携、訓練手当）

・ 離職者等再就職訓練（委託訓練） ・ 障害者能力開発（障害者委託訓練）・技能振興

・ 認定職業訓練（認定職業訓練事業費補助、技能照査委員会、職業訓練指導員免許関係）

・ 人材育成支援（若年ものづくり人材育成）

Å企業誘致活動、事業承継支援、若者の就労支援、幅広い世代への人材育成の取組等を
積極的に行ったことにより、KPIは基準値から前進した。

Å今後は、高付加価値型企業の誘致、IT人材の育成のみならず、「ぐんま賃上げプロジェクト」
に取り組み、本県の持続的な経済成長と賃金増加の実現を目指す。

ṕ Ṗ

2019年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

431万8千円 450万円 480万円 447万8千円 前進B
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第３部 政策評価（詳細） ①KPI



63

Ⅵ 官民共創コミュニティの育成

KPI 45:地域ビジョンから生まれた共創の取組件数（累計）

知事戦略部 戦略企画課

－

県戦略企画課調べ

2021年度から取り組む地域の未来ビジョン策定の取組目標件数と、そこから生まれた地域課題解決のアイディアの具体化の取組目標件数の合計

件数目標の内訳：未来ビジョン11件、具体化の取組3件×11地域、全県1件

ṕ Ṗ

2020年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

0 － 45件 62件 達成A

第３部 政策評価（詳細） ①KPI

Å官民共創コミュニティ育成

Å2021年から4年間にわたり、官民共創コミュニティの育成を目的としたワークショップ等を実施
してきた。その結果、ワークショップ等で発案されたアイデアが実現されるなど、県内における官
民共創の取組は着実に広がりを見せ、2025年度のKPIも達成された。今後は、実現したア
イデアが継続的に運用されるよう、広報活動などの後方支援を中心に取り組んでいく。

未来ビジョン策定の
ワークショップ（WS）

湯けむり未来図鑑WSから生まれた
アイデアの実装例



Ⅵ 官民共創コミュニティの育成

KPI 46:地域運営組織数

地域創生部 地域創生課

－

令和6年度地域運営組織の活動状況におけるアンケート調査（総務省）

全市町村を対象としたアンケートを実施し、回答結果を基に集計

国の目標値達成のための現状値からの増加率を参考に算出。国：2019年度調査 5,236 団体→2024年度目標 7,000 団体（増加率 約34％）

ṕ Ṗ

2019年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

66団体 － 90団体 88団体 前進B

64

第３部 政策評価（詳細） ①KPI

Å地域政策推進

Å地域運営組織は、地域の暮らしを守るため、地域で暮らす人々が中心となって形成され、地
域課題の解決に向けた取組を持続的に実践する組織であり、集落機能の強化のために、住
民活動の支援や組織化の促進に取り組む必要がある。

Å団体数は着実に増加してきており、引き続き地域づくり活動や集落の維持・活性化に取り組
む団体への支援を行う。



Ⅵ 官民共創コミュニティの育成

KPI 47:サウンディング調査実施件数（累計）

総務部 総務課

－

県総務課調べ

地域プラットフォームを活用したサウンディング調査件数を算出

2021年度末までに地域プラットフォームを設置し、2022年度からの4年間で年間3～5件程度のサウンディング調査を実施することを想定

ṕ Ṗ

2020年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

0件 － 15件 12件 前進B

65

第３部 政策評価（詳細） ①KPI

Åコンプライアンス・行政管理推進

Å202 4年度群馬県PPP/PFIプラットフォームセミナー・サウンディングを202 5年2月26日に開
催した。目標達成に向け、引き続きサウンディングの対象となる個別事業の掘り起こしに努め
る。

説明会・サウンディングの様子



Ⅵ 官民共創コミュニティの育成

KPI 48:スタートアップ支援事業による支援起業家数（累計）

産業経済部 未来投資・デジタル産業課

－

県未来投資・デジタル産業課調べ

未来投資・デジタル産業課が実施するスタートアップ・ベンチャー向け事業（ピッチ、テックグランプリ等）の登壇者、採択者数の合計

2021年度から実施するスタートアップ支援事業に参加した起業家数を1年で30者と見込み、その5年分を計上したもの

Åスタートアップ支援

Å2021年度から実施しているスタートアップ支援については、NETSUGENを活用した定期的な
ピッチイベントを、これまで35回開催するなど、関係所属や関係機関と連携し、円滑に事業を
進められている。

Å2023年度までに目標値を達成したが、今後は、「マッチング」や「資金調達」など、スタートアッ
プ支援における次の段階の課題に向け、官民共創型の全域ネットワーク「ぐんま起業家支援
ネットワーク」を構築し、支援策の連携と支援機関同士の情報共有により、起業家を支援す
る。

ṕ Ṗ

2020年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

0件 － 150件 197件 達成A

 NETSUGENでのピッチイベント 66

第３部 政策評価（詳細） ①KPI



Ⅵ 官民共創コミュニティの育成

KPI 49:プロスポーツチームのホームゲームでの１試合あたり平均観客動員数（3チーム）

地域創生部 スポーツ局スポーツ振興課

－

Jリーグ、BCリーグ、Bリーグ公開情報（HP）

ザスパ群馬、群馬ダイヤモンドペガサス、群馬クレインサンダーズのホームゲームでの1試合あたり平均観客動員数。

各チームで過去5年間のうちの最大値を上回ることを目指す。（ザスパ：4,744 人、ペガサス：722人、サンダーズ：1,355 人、計6,821 人）
※現状値、目標値は競技ごとのシーズンの数値で算出。（シーズン開始の年で計上）

Åプロスポーツ支援

Å2024シーズンの1試合あたり平均観客動員数は、ザスパ：3,988 人、ペガサス：278人、
サンダーズ：5,168人となった。

Åサンダーズは引き続き高水準を維持、ザスパは成績は振るわなかったもののほぼ横ばいで推移
したため、目標値を達成している。

Åペガサスは低水準で推移していることに加え、2025シーズンからザスパがJ3に所属となるため、
チーム間の連携を促進し、それぞれの強みの活用・ファン獲得に繋がるよう引き続き支援に取り
組む。

ṕ Ṗ

2019年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

5,377 人 － 7,000 人 9,434 人 達成A

67

第３部 政策評価（詳細） ①KPI

オープンハウスアリーナ太田（2022 -2023シーズン）



Ⅵ 官民共創コミュニティの育成

KPI 50:アートを活用した地域活性化に取り組む地域

地域創生部 文化振興課

－

県文化振興課調べ

集計対象は、官民を問わず、アーティスト・イン・レジデンスに取り組む地域（市町村）とする。

効果の発揮までには時間がかかるため、基準年度よりも増加とする。

ṕ Ṗ

2021年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

4地域 － 2021年度よりも増加 ８地域 達成A

68

第３部 政策評価（詳細） ①KPI

ÅアーティスティックGUNMA

Åアーティスト・イン・レジデンスの取組が民間団体を中心に県内各地域で行われた。
Å「群馬パーセントフォーアート」推進条例の趣旨に基づき、福祉、産業、観光、まちづくり及び
教育等の分野でアートと融合した新たな価値創造が図られるよう努める。

Åなお、計画策定時には基準値を5としていたが、1地域で基準年に未実施であったことが判明
したため、基準値を4として評価検証を行っている。

ソノアイダ（（前橋市）



Ⅵ 官民共創コミュニティの育成

KPI 51:観光消費額

産業経済部 戦略セールス局観光リトリート推進課

－

共通基準による観光入込客統計（観光庁）、宿泊旅行統計調査（観光庁）、観光客数・消費額調査（群馬県）に基づき算出

群馬県に訪れた観光客（日帰り客・宿泊客）の滞在中の消費額のことを言い、国や県の統計調査をもとに、「客数（宿泊・日帰り別）×観光客1人あたりの単価」により推
計する。

目指すべき観光客数と消費額単価をそれぞれ設定し、目標値とする。
※現状値、目標値は暦年調査

ṕ Ṗ

2019年 2023年 2025年
2024年度
（2023年）

2024年度

2,845 億円 3,090 億円 2023年よりも増加 2,644 億円 後退D

69

第３部 政策評価（詳細） ①KPI

・ 観光事業振興対策 ・ 観光施設整備 ・ 観光宣伝 ・ ググっとぐんま観光推進
・ 物産振興対策 ・ インバウンド誘客促進・ リトリート推進

Å観光消費額は新型コロナウイルス感染症の影響で大きく落ち込んだ時期から回復しているも
のの（2022年は2,262 億円、2023年は2,644 億円）、計画策定時の基準値から後退
した（202 4年は集計中）。

Å今後は、リトリートの推進や、インバウンド需要拡大に合わせた誘客の促進等により、本県観
光産業の更なる推進を図っていく。

リトリートPR動画の作成



Ⅵ 官民共創コミュニティの育成

KPI 52:「森林ビジネス」取組地域数（累計）

環境森林部 森林局 林政課

－

森林サービス産業推進に関わるアンケート調査（県森林保全課調べ）

市町村への照会

「森林ビジネス」取組が行われている市町村数。群馬県森林・林業基本計画では、2030年度に県内全市町村（35地域）で取組が行われることを目標値としており、それ
に向けて2025年度の目標値を策定した。

Å「森林ビジネス」の推進体制の構築
Å森林空間利用推進（森林サービス産業推進）

Å森林ビジネス（未利用森林資源を活用したビジネスや森林空間を利用したサービス）を推
進するには、従来と異なる発想のビジネスや他産業を森林・林業に呼び込むアイデアが必要で
ある。2022年度実施したぐんま森林活用アイデアコンテストでは、先進事例の取組や実現性
があるアイデアの応募があり、一定の成果があったと考えている。

Åまた2023年度には、森林ビジネスを紹介する動画を作成。群馬県公式動画サイトで公表す
ることで、森林ビジネスについて広く普及啓発を行った。

Å2024年度は、未利用森林資源を活用した商品や森林空間サービスの取組を周知するため
の展示会を開催したほか、森林ビジネスの創出に取り組む事業体への支援を実施したʻ

ṕ Ṗ

2020年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

13地域 － 25地域 15地域 前進B

70
森林ビジネス・空間サービス展示会（会場：GINGHAM)

第３部 政策評価（詳細） ①KPI



Ⅵ 官民共創コミュニティの育成

KPI 53:農地・農業用施設の維持・保全が図られた農地面積

農政部 農村整備課

各農業事務所

県農村整備課とりまとめ

多面的機能支払交付金において、市町村が認定した活動計画書の認定農用地面積

多面的機能支払交付金制度が開始された2007年度から2019年度までの取組推移により算出

Å多面的機能支払

Å農業者等の組織が取り組む地域活動の活性化は、農業・農村が有する多面的機能の維
持・発揮に加え、農業の担い手に対しては経営規模拡大等の後押しにつながる。

Å引き続き、活動面積の拡大を進めるとともに、地域活動が継続できるよう研修や講習会を通
じて活動組織の取組を後押ししていく。

ṕ Ṗ

2019年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

17,553ha － 20,000ha 19,501ha 前進B

第３部 政策評価（詳細） ①KPI

71

草刈り

水路の泥上げ

学校連携
（小学生の田植え体験）



Ⅵ 官民共創コミュニティの育成

KPI 54:民有人工林の整備率

環境森林部 森林局 林政課

－

県林政課業務資料

保育等の対象となる民有人工林約11万haに対し、施業履歴の記録が残る1990年以降に施業が行われた森林（小班単位）の面積割合

2030年度の整備率50%を目標とし、年間上昇分を0.8% として算出

・ 補助公共造林 ・ 造林推進対策 ・ 単独公共造林 ・ 緊急間伐促進対策
・ 苗木生産指導 ・ 補助公共林道 ・ 農山漁村地域整備（林道） ・ 補助公共作業道
・ 単独林道 ・ 林業作業道総合整備 ・ 森林整備地域活動支援

Å森林資源の循環利用や間伐等の森林整備を推進したことにより、民有人工林における整備
率が45%（2023年度末現在）まで向上した。

Å今後も、水源かん養や土砂災害防止等の国土保全機能、二酸化炭素の削減による温暖
化防止機能、木材生産機能など、森林の持つ多面的機能が持続的に発揮されるよう、適
切な森林整備の促進に取り組む。

ṕ Ṗ

2018年度 2023年度 2025年度
2024年度
（2023年度）

2024年度

41% － 46% 45% 前進B

72間伐施業地

第３部 政策評価（詳細） ①KPI



Ⅵ 官民共創コミュニティの育成

KPI 55:汚水処理人口普及率

県土整備部 下水環境課

－

汚水処理人口の普及状況調査（国土交通省ほか4省庁）

汚水処理施設で生活排水の処理が可能な県民の県人口に対する割合

公共用水域の水質保全及び県民生活の環境改善のため、2027年度末までに、汚水処理人口普及率を91.7% まで向上させる将来目標に向け、2025年度目標値を設定した。

下水道 合併処理浄化槽
73

第３部 政策評価（詳細） ①KPI

Å下水道等と合併処理浄化槽のベストミックスによる効率的・効果的な整備の推進
Å汚水処理の広域化・共同化による維持管理の効率化
Å下水道機能維持のための下水道施設の耐水化等の推進

Å下水道や合併処理浄化槽等の整備により、汚水処理人口普及率は81.8% から85.8％まで向上した。
Åしかし、群馬県の汚水処理人口普及率は、85.8％（2024年度末）と全国平均93.7％と比べて約8ポ
イント低い水準である。

Åそのため、今後も最小限の経費で最大の効果が得られるよう、2022年度に改定した「群馬県汚水処理計
画」に基づき、下水道等集合処理と合併処理浄化槽のベストミックスにより、より効率的・効果的な整備を
推進するとともに、広域化・共同化による汚水処理施設の統廃合を進め、これにより生まれる維持管理コス
トの縮減費用を活用し、普及率向上施策を推進する。

ṕ Ṗ

2019年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

81.8% － 88.7% 85.8％ 前進B



Ⅶ 教育イノベーションの推進と「始動人」の活躍

KPI 56:ICT リテラシーが身についたと感じる生徒の割合

教育委員会事務局 高校教育課

知事戦略部 戦略企画課

県教育委員会事務局調べ

県立高校の生徒向けアンケートにおいて、「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と回答した生徒の割合

初回調査時よりも増加することを目指す（未調査であり、基準となる数値が不明なため）

74

第３部 政策評価（詳細） ①KPI

Å ICT活用促進PJ
Å ICTリテラシー向上プロジェクト

Å「ICTリテラシーが身についたと感じますか？」という質問に対して、「感じる」と答えた生徒が
37.4％、「やや感じる」と答えた生徒が52.6％であった。1人1台端末活用の定着と併せて、
群馬県が作成した体験型web教材の効果的な活用について引き続き取り組んでいく。

ṕ Ṗ

2021年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

89.6% － 2021年度よりも増加 90.0% 達成Ａ



Ⅶ 教育イノベーションの推進と「始動人」の活躍

KPI 57:自分の理解度に応じて学習できると感じる生徒の割合

教育委員会事務局 高校教育課

－

県教育委員会事務局調べ

県立高校の生徒向けアンケートにおいて、「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と回答した生徒の割合

初回調査時よりも増加することを目指す（未調査であり、基準となる数値が不明なため）

75

第３部 政策評価（詳細） ①KPI

ÅCOREハイスクール・ネットワーク構想（2023年度事業終了）

Å「自分の理解度に応じて学習できると感じますか？」という質問に対して、「感じる」と答えた生
徒は30.3％、「やや感じる」と答えた生徒が54.5% であった。個別最適な学びをよりよく実現
するためにICTの効果的な活用について引き続き研究していく。

ṕ Ṗ

2021年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

84.9％ － 2021年度よりも増加 84.8% 横ばいC



Ⅶ 教育イノベーションの推進と「始動人」の活躍

ṕ Ṗ

2019年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

79.7％ － 95％以上 83.9％ 前進B

76

第３部 政策評価（詳細） ①KPI

KPI 58:課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思う児童生徒の割合（小6）

教育委員会事務局 義務教育課

高校教育課、特別支援教育課、総合教育センター、環境森林部自然環境課

全国学力・学習状況調査（文部科学省）

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した児童生徒の割合

5年後にはほぼすべての児童生徒に、主体的に取り組む態度が身に付いていることを目指し、95％に設定

・ 先進プログラミング教育実践・ STEAM教育推進PJ
・ 尾瀬サスティナブルプラン・ 県立特別支援学校ICT推進

Å問題を見いだし、解決する授業への転換が進み、児童の主体的な学習活動が増えている。
Å各教科等授業改善プロジェクトにおいて、県内8モデル小学校で「学校教育の指針」を基に、
主体的・対話的で深い学びの実現に向けた実践研究を行い、公開授業や実践報告書等の
web掲載を通じて、全県へ取組成果の普及を図っている。

Å2023年度末に発行したリーフレット「エージェンシーを発揮する『自律した学習者』へ」を周知・
普及し、児童の学ぼうとする意思や原動力を生かした学びを全県で一層充実していく。

学校教育の指針 モデル校での実践研究を公開



リーフレット

Ⅶ 教育イノベーションの推進と「始動人」の活躍

・ 先進プログラミング教育実践・ STEAM教育推進PJ
・ 尾瀬サスティナブルプラン・ 県立特別支援学校ICT推進

Å実績値は202 3年の取組状況であり、2024年に県教育ビジョンが策定されてからは、「自分
で考えて、自分で決めて、自分で動き出す」力を育むことを意図した学習活動が増えている。

Å各教科等授業改善プロジェクトにおいて、県内9モデル中学校で「学校教育の指針」を基に、
主体的・対話的で深い学びの実現に向けた実践研究を行い、公開授業や実践報告書等の
web掲載を通じて、全県へ取組成果の普及を図っている。

Å2023年度末に発行したリーフレット「エージェンシーを発揮する『自律した学習者』へ」を周知・
普及し、生徒の成長しようとする意志や原動力を生かした学びを全県で一層充実していく。

ṕ Ṗ

2019年度 2023年度 2025年度 2024年度 2024年度

76.2％ － 95％以上 79.2％ 前進B

第３部 政策評価（詳細） ①KPI

KPI 59:課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思う児童生徒の割合（中3）

教育委員会事務局 義務教育課

高校教育課、特別支援教育課、総合教育センター、環境森林部自然環境課

全国学力・学習状況調査（文部科学省）

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した児童生徒の割合

5年後にはほぼすべての児童生徒に、主体的に取り組む態度が身に付いていることを目指し、95％に設定

モデル校での実践研究を公開
77



ロードマップ事業の取組結果は2025年3月末時点のものです。

第３部 政策評価（詳細）
①KPI
②ロードマップ
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■７つの政策の柱■
 Ⅰ 行政と教育のデジタルトランスフォーメーションの推進
Ⅱ 災害レジリエンスNo.1の実現

 Ⅲ 医療提供体制の強化
 Ⅳ 県民総活躍社会の実現
Ⅴ 地域経済循環の形成

 Ⅵ 官民共創コミュニティの育成
Ⅶ 教育イノベーションの推進と「始動人」の活躍



Ⅰ 行政と教育のデジタルトランスフォーメーションの推進

Å

Å

評価検証取組事業施策 取組結果

ICT

Å 2021 2024

Å HP

Å

ṕ
Ṗ

第３部 政策評価（詳細） ②ロードマップ
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Ⅰ 行政と教育のデジタルトランスフォーメーションの推進
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第３部 政策評価（詳細） ②ロードマップ

評価検証取組事業施策 取組結果



Ⅰ 行政と教育のデジタルトランスフォーメーションの推進
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評価検証取組事業施策 取組結果
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Ⅰ 行政と教育のデジタルトランスフォーメーションの推進
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第３部 政策評価（詳細） ②ロードマップ

評価検証取組事業施策 取組結果
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Ⅰ 行政と教育のデジタルトランスフォーメーションの推進
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評価検証取組事業施策 取組結果
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Ⅰ 行政と教育のデジタルトランスフォーメーションの推進
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Ⅱ 災害レジリエンスNo.1の実現
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第３部 政策評価（詳細） ②ロードマップ

評価検証取組事業施策 取組結果



Ⅱ 災害レジリエンスNo.1の実現
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評価検証取組事業施策 取組結果



Ⅱ 災害レジリエンスNo.1の実現
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評価検証取組事業施策 取組結果



Ⅱ 災害レジリエンスNo.1の実現
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評価検証取組事業施策 取組結果



Ⅱ 災害レジリエンスNo.1の実現
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評価検証取組事業施策 取組結果



Ⅱ 災害レジリエンスNo.1の実現
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評価検証取組事業施策 取組結果



Ⅱ 災害レジリエンスNo.1の実現
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評価検証取組事業施策 取組結果



Ⅱ 災害レジリエンスNo.1の実現
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評価検証取組事業施策 取組結果



Ⅲ 医療提供体制の強化
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評価検証取組事業施策 取組結果
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Ⅲ 医療提供体制の強化
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評価検証取組事業施策 取組結果



Ⅲ 医療提供体制の強化
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評価検証取組事業施策 取組結果



Ⅲ 医療提供体制の強化
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評価検証取組事業施策 取組結果



Ⅳ 県民総活躍社会の実現
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評価検証取組事業施策 取組結果
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Ⅳ 県民総活躍社会の実現
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評価検証取組事業施策 取組結果
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Ⅳ 県民総活躍社会の実現
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評価検証取組事業施策 取組結果
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Ⅳ 県民総活躍社会の実現
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Ⅳ 県民総活躍社会の実現
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評価検証取組事業施策 取組結果
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Ⅳ 県民総活躍社会の実現
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評価検証取組事業施策 取組結果
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Ⅳ 県民総活躍社会の実現
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Ⅳ 県民総活躍社会の実現
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評価検証取組事業施策 取組結果
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Ⅳ 県民総活躍社会の実現
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評価検証取組事業施策 取組結果
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Ⅳ 県民総活躍社会の実現
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Ⅳ 県民総活躍社会の実現
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